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金
鳥
替
準
備
に
就

い
て

金

爲

替

第
三
十
二
巷

五
〇
八

準

備

に

就

い

て

第

三
號

七
四

6

松

岡

孝

兄

菰

に
取

扱
は
ん
と
す

る
の
は
.
「
正
貨

準
備

を
減

ぜ

よ
、
」

と

い
ふ
主

張

か
ら
見

た
全
篇
替
準
備

へ
の
吟
味

で
あ

る
。

凡
そ
世
界
大

戦
が

、
各
国

の
経
済
事
情

に
及
ぼ
し
た
窮
響
中

、
其

の
最

も
大

な

る
も
の

、

一
は
、
各
國

の
貨

幣
制
度

へ
の
影
響

で
あ

る
こ
と

は
、
何
人

も
否

定

せ
ざ

る
と

こ
ろ

で
あ
ら

う
。
然

ら
ば

、
此

の
貨
幣
制
度

へ
の
影

響

は
、

如

何
な

る
形
式

に
於

て
現

は
れ

て
来

た

か
㍗
"
私

は
今

一
々
之
を
細
述

す

る
つ
も
り

は
な

い
。

唯

、

世

界

天
職
後

、
世
界

に
於

け

る
各
国

の
通
貨
準
備

規
定

が
、
戦
前

に
於
け

る
が
如

く
、
金
本
位

に
謝
し
、
金

準
備

を
原

則

と

せ

る
と
異

り

、
等

し

く
金

本
位

で
は
あ

る
が

、
或

は
金
爲
替
準
備

を
ば
唯

一
の
準
備

と
し

て
用
ひ
、
或
は
ま
た

之
を
ば

、
正
貨

準
備
帥
ち

金
準
備
と
併

せ
用

ひ

つ

》
あ
り
と

い
ふ
こ
と
、
即
ち
戦
後

に
於

て
、

こ
の
金
爲
替
準

備

を
重
要
観

す

る
と

い
ふ
現
象

は
、
實

に
貨

幣
制
度

上

に
現

は
れ
た
最

も
重

要
な

る
影
響

の

一
で
あ

る
と

い
ふ
こ
と

を

論
じ
、
且

つ
此

の
關
係

は
、

一
九

二
〇
年
、

ブ
ソ

ユ
ッ

セ
ル
會
議

に
於

て
希

望

せ
ら
れ
、

一
九

二
二
年
、

ジ

エ

ノ
ア
會
議

の
結

果
、
始

め

て
蕾

き
意
味

に
於

け

る
金
本
位
制
度

に
射

し
、
新

し
き
意
味

に
於

け

る
金

本
位
制
度

を

成

立

せ
し
め
た
も

の
で
あ

る
こ
と

の
事
情

を
述

べ
、
同
時

に
、
其

の
ム
ー
日

に
於

け

る
状
態

を
も
、
反

省

せ
ん
と

す

る
も

の
で
あ

る
。
更

に
言
葉
を
換

へ
て
云

へ
ば

、
戦
後

に
於

て
戦
前

の
金
貨
本
位
制
度

は
存
在

の
理
由
を
失

ひ
、



之
に
劃
し
て
、
金
地
金
本
位
制
度
及
金
潟
替
本
位
制
度
が
採
用
せ
ら
れ
、
其
の
闘
係
に
於
て
、
各
闘
が
努
力
せ
る

金
準
備
減
少
政
策
は
、
其
の
後
券
準
備
に
於
て
、
大
部
分
は
、
金
地
金
と
共
に
金
魚
替
を
ぱ
採
用
し
、
若
干
は
、

純
粋
に
金
魚
替
の
み
を
採
用
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
こ
で
、
此
の
金
銭
替
準
備
問
題
を
中
心
に
し
て
、
若

干
の
考
案
セ
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
ま
づ
、
金
魚
替
準
備
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
?
更
に

新
な
る
意
味
に
於
て
、
こ
の
金
魚
替
準
備
に
よ
る
金
本
位
制
度
は
、
如
何
に
し
て
成
立
し
た
か
?
ま
た
如
何
な
る

得
失
を
有
す
る
か
?
此
等
の
貼
を
明
仁
し
、
最
後
に
最
近
の
事
情
に
基
い
て
若
干
の
反
省
を
試
み
に
い
。

一一

光
一
つ
一
、
令
一
免
税
車
怖
こ
は
ι

如
何
な
る
準
備
で
あ
る
か
?
一
川
来
、
金
本
位
制
度
に
於
て
は
、
貨
幣
の
慣
値
の
留
一
位

は
、
金
の
一
定
分
量
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
同
内
に
封
し
て
は
紙
幣
の
金
へ
の
免
換
、
国
外
に
封
し
で
は
金
の

自
由
な
る
流
出
入
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
之
に
劃
し
て
一
定
の
金
準
備
な
る
も
の

が
、
必
要
と
な
る
が
・
金
本
位
に
於
げ
る
金
魚
替
準
備
を
は
、
こ
の
令
準
備
の
代
り
に
、
金
潟
替
ぞ
以
て
す
る
準

備
を
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
部
ち
中
央
銀
行
が
、
通
貨
政
策
上
、
通
貨
俊
行
準
備
を
ぱ
、
正
貨
即
ち
金
貨
又
は
金
地

金
の
代
り
に
金
魚
替
営
以
て
す
る
も
の
を
云
ふ
。
従
っ
て
、
こ
〉
に
い
ふ
金
魚
替
は
、
車
に
金
に
よ
っ
て
計
算
授

受
さ
れ
る
意
味
の
魚
替
で
は
な
い
。
通
貨
政
策
的
見
地
か
ら
し
て
、
国
際
金
融
市
場
に
存
在
し
、
し
か
も
、
囲
内

正
貨
に
代
っ
て
、
通
貨
後
行
準
備
に
充
て
ら
る
べ
き
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
此
の
意
味
か
ら
し
て
二
般
的
な

在
外
残
高
、
又
は
在
外
資
金
と
い
ふ
も
の
と
は
、
異
っ
た
範
鴎
に
麗
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
更
に
、
に
と
ひ
、
特

に
政
府
資
金
と
聴
せ
ら
れ
る
も
の
に
在
つ
で
も
、
通
貨
政
策
上
、
通
貨
準
備
に
充
嘗
さ
れ
な
い
も
の
は
、
す
べ
て

金
鴛
替
準
備
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

五

O
九

第
三
披

ーじ
互E
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金
鳥
墓

備

に
就

い
て

.

第
三
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二
巻

五

一
Q

第
三
號

主

ハ

之

よ
り
除

外
さ
る

べ
き
も
.の
で
あ

る
。

中
央

銀
行
は
、
此
程

の
準
備

に
於

け

る
金
鵄

替
を

以
て
、
正
貨
と
同
様

に
取
扱

ひ
、
之

を
引

當

に
駕
替
を
責
却

し
、
以

て
通
貨

の
場
外
償
値

を
維
持

す

る
も

の
で
あ

る
。
之
あ

る
に
よ
り
、
よ
し
ん
ば
、
樹
丙

的

に
は
金
流
通
又

は
金
党
換

の
事
實

が
な

く
て
も
、
能

く
貨

幣
個
個

の
輩
位
を

し

て
、
常

に

一
定
分
量

に
依
存

せ
し

め
る
こ
と
が

で

き

、
惹

い
て
ま

た
、

こ
の
こ
と
は

、
こ
の
貨
幣

の
劉

外
債
値
を
通

じ
て
.
対
内
償
値

を
も
安
定

せ
し

め
る
所
以
と

な
り

、

こ
～
に
金
本
位
制
度

の
機
能
を
行

は
し
め
る
も
の
で
あ

る
。

か
く

て
.
出

職
準
備

に
於
け

る
金
蝿
替

は
、
…掛
外

關
係

に
於

て
、
園
内

正
…賀
の
代
田川
た

る
べ
き
士
由
口
に
よ
り
.

.
国
際
金
融

の
中

心
市
場

に
保
有

さ
れ

る
こ
と
、
直

に
現
金
化

せ
ら

る

べ
き
資
産

た

る
こ
と

,
政
府
又

は
中
央

銀
行

の
所
有
管

理

に
属

す

る
こ
と
を
以

て
要
件

と
す
る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
鮎

に
は
異
論

の
な
き
と

こ
ろ
で
あ
ら

う
。

併
し

、
こ
れ
を
以

て
、
凡

て
は

っ
く
さ
れ

て
み

る
と

は
云
ひ
得

ぬ
。
例

へ
ば

そ
の
保
有
形
式

の
如

き
は

一
例

で
あ

る
。

こ
の
保
有
形
式

は
、
從
來

は
問
題

と
さ
れ

て
み
な

か

っ
た
。
然

し
そ
れ

は
、
今

日
に
於

て
は

、
種

々
の
陰
影
を

こ
の
金
爲
替
準
備

に
投

じ
て
み

る
。
然

し

、
こ
の
こ
と
は
後

に
ゆ
づ
り
、

こ

～
で
は
専

ら
現
在

ま

で
に
於

け
る
保

有
形
式

を
述

べ
る
こ
と

、
す
る
。

総
括

的

に
云

へ
ば

、
金
爲
替
準
備

に
於
け

る
全
篇
替

の
保
有
形
式

は

一
様

で
な

い
。
勿

論
此

の
意

味

に

於

け

る
金
駕
替

は
、

一
定

の
令
分
量

の
輩
位

に
よ

っ
て
計
算

せ
ら

れ
、
授
受

さ
れ

る
爲
替

で
あ

っ
て
、
金

た
る
こ
と
を

主
旨

と
す

る
も

の
で
は
な

い
。
唯

、
そ
れ
は
、
、
何
時

で
も

正
貨

に
代

へ
ら

れ

る
も

の
で
あ
り

、
金

に
饗
す

る
請
求

樺

で
あ

る
。
故

に
、
か
く
の
如

き
も

の
と
し

て
保

有

さ
れ
る
限
り

は
、
す

べ
て
之
を

金
爲
替
と
認
む

べ
き

で
あ

る

2)深 井 英五 氏 、通 貨 調節論 ・328頁



と

さ

れ
、

従

来

の
と

こ
ろ

で

は

、

こ
れ

以

上
更

に
積

極

的

に
規

定

さ

れ

て

は

み
な

い
。
從

っ
て
、
實

際

に
就

い

て

之

を

見

れ
ば

、

或

は

外
国

爲

替

手

形

、

外

國

中

央

銀
行

又

は

外
国

普

通

銀

行

に
於

け

る
金

、

常
座

預

金
叉

は
特

別
預

金

、

外

国

銀
行

兌

換

券

の
外

、
国

際

金

融

市

場

に
於

け

る

コ
ー

ル
、
大

蔵

省

證

券
等

の
如

き
形

式

に
於

て
保

有

さ

れ

る
可

能

性

が

あ

る
。
要

す

る

に
、

そ

は
確

質

に
金

を

受

領

し
得

る
権

利

で
あ

れ
ば

、
十

分

で
あ

る
。

ジ

エ

・

ρ
弾

蔑

D
」E

f
る
と

こ
ろ

を

見

て

も

、
園

内

正
貨

の
代

用

と

し

て
認

め
ら
一れ

る
金

爲

替

に
就

て

は

、
中

心
市

場

ノ
コ
ゲ

　ニ　
こ

ケノ
ざ
し
　

し

ド

デ

　

　

に
於
て
保
有
さ
れ
・
餐

誌

と
い
ふ
規
定
の
外
、
特
別
な
・
規
定
寒

い
。
驚

、
從
來
に
於
て
は
、
露

替

準
備

に
於

け

る
金
偏
替

に
は
、
保
有
形
式

上

の
問

題
は

、
あ
げ
ら

れ
て
な

か

っ
た
と
解

す

べ
き
で
あ

る
。

か
く

の
如

く
、
金
鳥
替
準
備

に
於

け

る
金
爲
替

に
は
.
従
来
其

の
保
有
形
式

に
於

て
、
殆

ん
ど
規
定

さ
れ

る
と

こ
ろ
が
な

い
・
此

の
意
味

に
於

け

る
金
爲
替

準
備

に
於

て
は
、
金
爲
替

た

る
限
り
、
無
制

限

に
、

一
般
登

行
準
備

に
繰
り
入

れ
ら
れ

る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
從

っ
て
、
其

反
面

に
於

て
は
、
外
国
爲
替
買

入

の
た
め

に
は
、
通
貨

は

無
制

限

に
登
行

さ
れ
る

こ
と
を
原

則
と
し

て
認

め
る
も

の
で
あ

る
。
更

に
全
篇
替

は
、
外
國

螢
券

銀
行
叉

は
外
國

普
通
銀
行

に
利
附
預
金

と
し

て
も
預
託

さ
れ
得

、
必
要

に
慮

じ
て
は
、
自
由

に
其
移
輻

が
行

ひ
得

ら

れ
る
も

の
で

あ
瓢金
爲
替
準
備

に
は
、
伺

ほ
之
を
金
地
金
準
備

と
如

何

に
調
和
さ

す

べ
き
で
あ

る
か
?

と

い
ふ
貼

に
も
重
要

な
問

題

が
あ

る
・
併

し
之
は
別

の
機
會

に
譲

り
、
こ

・
で
は
專

ら
金
鳥
替

準
備

を
ば

、

一
般
的

に
取
扱

ふ
.」
と

、
す
る
。

此

の
鮎

に
就

て
も
、
勿
論
之

を
國

民
経
濟

的

に
見

る
立
場

も
あ

る
が

、
今

は
主

と
し
て
国
際
経
済
的

に
考
察

せ
ん

と
す

る
も

の
で
あ

る
こ
と

を
ば

、
漸

っ
て
置
き

た

い
。

金
爲
替
準
備
に
就
い
て

第
三
+
二
巻

五
=

第
三
號

七
光

3)

4)ムnyna7skriLar6folnedeP6ta】on

Ig30,No・1・P・54)

Genoa工ntemationalConference,1922,CurrencyRes〔elution,9.

lech.コ.rlge-or,(Revued'eじon∩mie politique,



金
鳥
替
準
備
就
に
い
て

第
三
十
二
巷

五
一
二

第
三
號

七
八

三

次

に
、
金
爲
替
準
備

に
依

る
金
本
位
制
度

に
就

い
て
述

べ
る
。

一
八

二
八
年

、
英

図

に
於

て
採
用

せ
ら

れ
、
爾
来
、
世
界

各
国

に
よ

っ
て
採

用
さ

れ
る
に
至

っ
た

金
本
位
制

度

は
所
謂
金
貨

本
位
制
度

で
あ
、る
。
從

っ
て
、
嚴

密

に
云

へ
ば
、
此

の
意

味

に
於

け

る
金
本
位
制

度

の
内
容

に
は
、

今

日

い
ふ
金
爲
替
準
備

の
意
味

は
、
含
ま

れ
て
み
な

い
。
然

る
に
、
世
界
大
戦

は
、
各
国

を

し
て
、
従
来
豫
怨

し

な

か

っ
た
経
験

を
践

ま
し

め
、
其
筈

の
纒

験

は
、
從
來

の
金
本
位
制

度

に
樹
す

る
反
省

を
齎

し
た
。

例

へ
ぼ
ゴ

瑞

典

に
於

て
ば
,
金

の
流
入
を
禁
止
す

る
規
定

が
設
け
ら
れ
、
夏

に
、
和
蘭

、
丁
抹

に
於

て
は
.
金

の
自
由
市
場

な

き
國

に
剥

し

て
は
、
金
輸

出
を
禁
止
す

べ
き
申
合
が
行

は
れ
た

る
が
如

き
、
是

れ

で
あ

る
。
か
く
の
如

き

こ
と

は

全

く
、
世
界
大

戦
前

に
於

け

る
金
貨

本
位
制
度

の
考
方

を
以

て
す
れ
ば

、
例
外
と

云
は
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

か

く
の
如

く
、
從
來

の
金
本
位
制

度

、
帥
ち
金
貨
本
位
制
度

ば
、
其
本
質

に
謝

し
て
疑
鮎
を
投
ぜ

ら
れ
た
の
で

あ

っ
た
が

、
更

に
戦
後

に
至

っ
て
は
、
一
方

に
於

て
、
金
貨
本
位
制
度

に
劉
し

て
、
金
地
金
本
位
制
度

が
主
張

せ
ら

ヘ

へ

れ
、
採
用

さ
れ
た
外
、
な

ほ
よ
b
根
本

的
な
事
情

は
、
全
篇

替
準
備

の
重

要
性

を
強
調
す

る
に
至

っ
た

の
で
あ

る
。

へ

も

こ

の
よ
り
根
本
的
な
事
情

と
は
何

か
?
其

の

一
は
、
生

産

の
側

に
於

け

る
事
情

で
あ

り
、
も

一
つ
は
、
貨

幣

の

側

に
於

け

る
事
情

で
あ

る
。
生
産

の
側

に
於

て
は
、
生
産

の
萎
縮

叉

は
不

均
衡

で
あ
り
、
貨
幣

の
側

に
於

け

る
事

情

は
、
金
問

題
及
信
用
問
題

で
あ

る
。

こ
の
事
情

は
、
世
界
大
戦
後

、
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
條
約

に
よ

っ
て
新

に
認

め

ら
.れ
た
経
済

弱
少
國

に
於

て
、
殊

に
甚

し
か

っ
た
。
蓋

し
、

か
く
の
如

き
諸
國

に
於

て
は
、
世
界
大

戦

の
影
響

を

受

け

て
、
生

産

は
起
ら
す

、
ま
た
戦
時
中

に
於

け

る
信
用

の
過
度

な

る
膨
脹
後

の
急
劇

な
牧
縮

は
、
戦
後

の
信
用

5)深 井英 五氏 、海 貨 調節論 、1236頁



繊

績

を

し

て
困

難

な
ら

し

め

、

し

か

も
國

内

に

は

、
金

準
備

も
乏

し

く

、
國

外

に
は

、

金

も
金

爲

替

も
有

っ
て

み

な

か

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

省

文

、
此

等

の
諸

國

が

、
貨

幣

制

度

上

、

金

本

位

を

採

用

し

、
少

く
も

生
産

を

織
綾

せ

ん

と

す

る

に
於

て

は

、
途

に
外
国

資

金

、

就

中

、

カ

ヅ

七

声
の
所

謂

目
さ

じ
o
=
撃

し∩
琶

乙
母
α

、

に
よ

る
米
国

資

金

に
よ

ら

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
や

う

に
な

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

の

か
く
の
如

き
事
情

は
、

一
九

二
〇
年

、

ブ
ラ

ッ
セ

川
會
議

に
於

て
、
幾
多

の
過
賞
決

議
を
な

せ
る
際
、
已

に
芽

繭

え
て

み
た
金
本
位
制
度
復

蹄

の
勢

を
増
進

せ
し
め

る
と
共

に
、
遽

に

㎝
九

二
二
年

ジ

エ
ノ
ァ
會
議

に
於

て
、「
金

を
以

て
あ
ら

ゆ
る
欧
羅

巴
諸
国

が
、
現
在
採
用

し
得

る
唯

一
共
通

の
本

位

で
あ

る
と

し
、」
更

に

「
通
貨

政
策

は
、

馨

讐

に
於
け
る
羅

的
蕎

に
よ
農

用

肇

を
墾

亥

・こ
-
に
よ
り
、翁

綾

現
さ
鶴

」
と
嚢

さ
れ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
他
面
大

い
に
、
金
爲
替

準
備

に
よ
る
金
本
位
制
度

を
強
調

す

る
に
至
り
、
更

に
之
と
土
ハ

に
、
従
来

の
金
貨

流
通

の
魔
止
及
制

限

を
も
認

め

る
こ
と

～
な

っ
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
實

に
、
世
界

大
戦
後

に
於

け
る
金
本

位
問
題

に
謝

し
て
與

へ
ら

れ
た

る

一
大

光
明

で
あ

る
。

此
等

の
事

情

の
示

す
と

こ
ろ
は
、
即

ち
金
本
位
制
度

に
於

け

る
金
貨

第

一
主
義

へ
の
否
定

で
あ

り
、
更

に
、
経

済

上

の
必
要

に
水
つ

く
金
融

技
術

の
登
達

に
よ

る
金
爲
替

準
備

の
採
用

で
あ

る
。
戦
前

に
於

て
は
、
中
央

銀
行

の

金
準
備

は
、
真
因

に
於

け

る
貨

幣
金

の
第

一
線
需
要

に
充

て
ら

れ
る
も

の

で
あ

る
が
、
實

は
そ

は
、

一
國

の
総

金

準
備

の

一
部

に
過

ぎ
な

い
。
も

し
型

外
支
彿
勘
定

上

、
必
要

の
場
合

は
、
流
通

金
貨

は
、
直

に
第

一
線
需

要

に
濁

す

る
豫
備

た

る
べ
き

も
の
で
あ

る
。
從

っ
て
李
常

は

、
貨

幣
金

の
中

央
集
中

は
、
全

面
的

に
は
行

は
れ
な

い
。
此

の
意
味

よ
り
、
中

央

銀
行

の
金
準
備

は
、
非
常

に
際

し

て
は
、
補
充

を
豫

恕
し
得

る
徐
裕
あ

る
準
備

で
も
あ

っ
た
。

金
爲
〃替
準
備
…に
就

い
て

第
三
十
二
巻

五

=
二

第
三
號

七
九

於

6)

7)
8)

ε自認蓉二1ε2翻諜eロ、覧馨諺、舗罐 熊 欝 欝 認 誌 ≒㌫謙 譲
Conference,TomeI,PP・9-lo・

GenoaInternationalConference,
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金
爲
替
準
備
に
就

い
て

第
三
十
二
巻

五
一
四

第
三
號

八
O

然

る

に
、
世

界

大

戦
後

に
於

て

は

、
事

情

は
最

早

同

一
で
な

い
。
金

貨

の
大

部

分

は

流
通

し

て

み

な

い
。

帥

ち

左

表

の
通

り

で

あ

る
。

の

第

=
表

企
及
紙
幣
流
通
割
合

(
一
九
二
八
年
に
於
け
る
)
(
一
九

.

世1廼 北 歌大

及 羅 陸
濠 別
界 洲 米 釆 巴
1りto

ll三 歳 金

興o一:

六 一1ニ

プu→ 」1

__ゴ 紙

袋 δ 毛
幽 幽 西 幣

一
三
年
を

一
〇
〇
と
す
)

上
表

に
よ
れ

ば
、
金
貨
流

通

の
現
象

は
、
激

羅
巴

に
於

て
最

も
著

し

い
減
少

を
示
し
、
全

世
界

に
於

て
も
、
戦
前

[
O
O

に
謝

し
て

二
二
・

二
に
過
ぎ
な

い
。

紙
幣
側

に
於
け

る
増
加

は
、
流

逓
金
貨
減
少

に
封
ず

る
酒
桶貨
蒲
増
光
を

…爪
ナ
も

の
で
あ
ら

う
。

か
く
て
中

央
銀
行

の
金
準
備

は
、
第

一
次
的

の
も

の
と
な
b

、
同
時

に
最
後

的

の
も

の
と
な

っ
た

。
之

に
封

し

て

、
金

の
生
産

、
分

配
、
及
移
動

は
、
如

何
な

る
状

態

に
あ

る
か
?
.此
等

の
不
足

、
不
均
衡

、
不

十
分

は
、
夫

々

全
篇
替

準
・備

を
必
要
と
す

る
所
以

と
な

る
。
私

は
以
下

に
於

て
、
順
次

、
不
漸

な

る
経
濟

の
登
展

か
ら
考
察

さ
れ

た
世
界

に
於

け

る
金

の
生
産

、
分
配
並

に
移
動

の
問
題

を
考
察

す

る
で
あ

ら
う
。

四

然

ら
ば

、
第

一
に
、
金
生
産

問
題

は
、
如
何

な

る
状

態

に
置

か
れ
て
み
る
か
?

金
生
産

が
有

つ
経
済
上

の
意

味

は
勿

論
重
要

で
あ

る
が
ゾ

端

的

に
結

論
か
ら
述

ぶ
れ
ば

、
金
の
生
産

は
、
世
界
大
戦
後

は
、
絶
劉
的

に
も
、
相
射

的

に
も
減

少
し

て
み
る
。
こ
の
關
係

が
、
金
爲
替
準
備

を
増
進

せ
し
め

る
傾

向
を
示
す

こ
と
は
明

瞭

で
あ

る
。

し

か
し
ま
た
、
金
産
額

の
全
部
が
、
貨

幣
金

に
充

て
ら

れ
て
み

る
も

の
で
は
な

い
。
貨

幣
金

の
考
察

は
、
同
時

に
、
工

9)

・・)

II)

12)

LeagueofNations,InterimReportoftheGot(1DelegationoftheFinanc{al

Cam.・1mi【tee,Genじva,1930,P・Io8.
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業
用

其
他
貯
藏
用
金

に
封

ず

る
考
察

を
件

は
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

從

っ
て
金
生
産

の
問
題

は
、
第

一
段

に
於

て

其
絶

対
額

減
少
を

、
第

二
段

に
於

て
相

樹
的
減

少
を

、
そ

し
て
最
後

に
第

三
段

に
於

て
、
貨
幣
用

金

そ
の
も

の
に

つ
い
て
述

べ
る
順
序
と

す

る
。

先

づ
絶
劃

的
減

少

の
實

相

は
、
次

に
示
す
通

り

で
あ

る
。

第
二
　我

慢
界
一に
於
け
る
金
.産
額

(豊
・位
百
万
弗
)

右
表
中
、

年
茎;ぞ塑 ≡悪

例一 〔)ノ 曜晒!L

四 ㌍工 匠1匹 重

盗=圭:i轟 盟

生
産:
額

顧 況:兀 年
玉1;r… 三 ≡三 別

生
産
額
興
七
輿
〇

四
四
〇

四
七
〇

年

別

㎝九
三

一
九
二
二

}九
二
四

生
産
額

　三
〇

三

九

…　
バ
八

三
九
三

年

別

一九
呈

一九
二
…ハ

兀
毛

一
九
二
八

生
産
、額

　蚕四〇
〇

四
〇
二

四
〇
七

全
然

戦
前

の
下
位

に
あ

る
。

増

加

の
傾
向

に
あ

る
け
れ
ど
も

、
戦
前

に
比

し
て
約

一
霞

↓

ン
ト
以
上

の
減
少

で
あ

る
。
此

の

状

態

は
・

ム
ー後

に
於

て

、
益

々
金
産

額

に
封

ず

る
不

安

を

示

す

も

の

で
あ

る
と

さ

れ

、
.已

に
国

際

聯

盟

に
於

て

も

、

一
九

二

八

年

来

、
ア

ζ

↓

.
ジ

ャ

ン
ナ

ン

(〉
津

こ

・
　

e

を

首

め
グ

ス
タ

・

・
カ

・

セ

ル

(Ω
=
ω§

身

u・ε

フ

ェ

リ

。
ク

ス
三

リ

ナ

受

キ
支

局
。
野

・.
ξ

、p
.・,5

ヘ
ン
リ

三

ト

ラ

・
ツ

シ

ユ

(国
§

》…

鼻

　

プ
)
等

+

二

名

よ
り
成

る
金
委
員
會

を
組

織

し
て
、
此
方
面

の
研
究
を
続

け

て
み

る
が
、
其
中
間
報
告

に
於

て
、

一
九

三

〇

年
-

一
九

四
〇
年

間

の
推
計
生
産
額

を
左

の
如

く
登
表

し

て
み
る
。

霧

替
準
備
に
就
い
て

第
三
+
二
巻

五

一
五

第
三
號

益

充

一
五
年

は
、
世
界

に
於

て
、
最

高
産
額

を
示

し
た
年

で
あ

る
。
戦
後

に
於

て
は
、
蕎

野
額

は

一
九

一
=

年
後

の
産
額

は
、
翌

一
九

二
二
年

の
減

少
を

の
ぞ

け
ば
、
大

鰹

に
於

て
、

・3)U・S・Bureau・fMintに よ る、 この根 糠 は最近 種 寿批 判 され て る るが
、世界大戦 以前

の世 界 に於 け る産 出高 を掲 げ た唯 一 の もの と され て み るので一 膳 こ

れ'によ る ζ とに したo



金
爲
{替
準
備
…
に
就

い
て

第
三
表
、
金
生
産
推
計
額

(
軍
位
百
万
弗
)

殊九
四
〇

九.九 九 九 ノu九 九 九 九 プ』

丸 く 七 六 五 四 三 二.一Q

南

米

二
〒

七

ゴ
O
嶋
・
三

ニ
ゴ
一丁
二

二
〇
…↑

八

…
九
八
・
…

一
発

・
八

一六
窄

七

一六
七
西

一六
七
西

一三
三
。
三

三
四
二

カ

ナ
ダ

四
?

三

四
〇
・九

四
丁

五

四
二
二

閣
二
人

旧
島
西

四
四
・
〇

四
四
・
七

四
五
.
三

四
五
・
九

四
六
・
五

米

國

三 三 三 雪 四 四 四 陶 四
,八一 ⊂⊃ 一一六 アく 七六 六

丘 三 人豊 屯 三 晃 ・』6

濠

洲

=

三

三

・
四

三

・
二

二

・九

二

・
娼

一
一
・
四

=
三

一
〇
・
九

」
O
.
七

δ
・五

お
三

葉

三
十
二
巻

五

一
山ハ

印

度
亦 亦 ヤ ヤ ー亭 七 一旨Hデ ヤ 『挙 ギ
八 九 〇 〇_二 ≡三.三 二 四 ユL六

其

他
九 九 九 九 九 九 二生5九 九 九 允
00000「)1⊃(コ ー 一一 ・一.

第
三
號

八
二

総

計

三 三 三 三 三 留 風 茸 四 四 四

西 量 毫 毛 美 玉1告 発 宅2i蓋:

キ
チ

ン

の
推
計

四
冒

四
〇
二

四
一
〇

四毛蟹

　

三
九
八

三
九
七

三
九
二

雪天
四

毫

〇

三
七
〇

右
統
計

は
、
大
禮
金
委
員
會

に
よ

っ
て
集

め
ら

れ
た

オ

フ
イ

シ
ア

川
な
、
叉

は

セ
ミ

・
オ

フ
イ

シ
ア

ル
な
報
告

に
よ

っ
た
も

の
で
あ

っ
て
、
之
を

キ
チ

ン
の
報
告

と
比
較
す

る
時

は
、
多

少

の
径
庭

は
あ

る
が
、
要
す

る

に
土
ハ
に

漸

次
減
少

の
傾
向

を
示

し
て
み

る
。

更

に
相
劉
的

に
見

て
も
、
金
生
産

の
状
態

は
、
不
安

を
示
し

て
み
る
。
其

の
第

一
は
、
世
界
貿
易
を
基
準

と
し
て

の

見

方

で
あ
り
、其

の
第

二
は
、生
産

登
展

の
長
期
的
傾
向

に
件

ふ
金
産
額

の
増
加
傘

を
標
準
と
し

て
の
見
方

で
あ

る
。

ま
つ
、
第

一
の
世
界
貿
易
を
基
準

と
す
る
見

方
か
ら
述

べ
る
と
、
世
界

に
於

け

る
貿
易
割
合

、
叉

は
貿
易
額

は

14)LeagueofNations,InterimReporしoftheGoldDe王egationof

Committee,Geneva,1930・P・ 工2・

theFinancial



漸

次
㎜増
加

の
傾
町

に
あ

る
と

云

へ
る
。

今

、

一
九

=
二
年

の
貿
易
額

を
基

準
と
し

、
之
を

一
〇
〇
と
す
れ
ば

、

合

は
、
次

の
如

く
な

る
。

均

第
四
表
、
世
界
貿
易
割
合

二

空

三
年
を

一
〇
〇
と
す
)

/

陣

割

,死

二
四
年

大
陸
別
/

欧

羅

巴
(
露
西
亜
を
含

む
)

八
四
・五

北

米

勒

三
六
・四

南

米

九
〇
孔

ア
'

フ

,

'
,

し
一、

一L

ヨ

フ

ヅ
プ

リ
ヨ

帥

ち

一
九

二
四

年

は

、

五

に
増

加

し

て

居

る
。

一
九

二
五
年

プ1..ら

ソ1.ら

⊂)

プヒ♂

一ヒ ーヒ

ノ、
ブb

.

!
年
別

大
陸
別
/

ア
.
ジ

や

深

淵

世

界

一
九

二
四
年
、

一
九

二
五
年

の
貿
易
割

}
九

二
四
年

九
七

.九

ノL≡ 三

四 二

一
九
二
五
年

〇
四

=三国
ミi:王光

「
九

一
三

年

に
比

し

、

九

七

・
九

に
減

少

し

て

み

る
が

、

一
九

二
五

年

に
は
、

一
〇

四

・

一
九

二
六
年
後

に
於

て
も

、
こ
の
貿
易
商

の
増
加

的
傾
向

は
、
依
然

と
し

て
存

し
、
同

じ

く
国

際
聯

盟
の
螢
表
す

る
と

こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
一
九

二
六

年
、
六

∵

八

八
七
百
萬

弗
、
一
九

二
七
年
、
六
五
・
〇

四

八
百
萬
弗

、

一
九

二
八
年
、
六
⊥
ハ
.
七
〇
八
百
萬
弗
を

示
し

て
ゐ

ひ
。
貿

易
額

の
増
加

が
、
金

の
需
要
を
増
加

す

る

と

せ
ば

、

こ
の
傾
向

は
、
戦
前

に
比
較

し
、
必
然

的

に
大
量

の
金
を
必
要
と
す

る
も

の
で
あ
砺
、
前
述

せ
る
金
生

産

の
絶

対
的
減
少

と
、
併

せ
考

へ
る
こ
と

に
よ

っ
て
y
金
の
不

足
を
説

明
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

第

二
は
、
生

産

の
長
期

的
震

傾
向

か
ら
見

て
、
金
生
産

の
増
加

は
如
何

な

る
状
態

に
あ

る

か
?
と

い
ふ
問
題

で
あ

る
。
之

に
關
し
人

・

に
膳
灸

し

て
,み

る
の
は
、
カ

・
影

に
依

る
所
謂
金
三

メ
ー

セ

ン
ト
増
袈

で
あ

る
・

お

彼

の
云

ふ
と

こ
ろ
は
次

の
如

く
で
あ

る
。
即
ち

「
も
し
金

の
債
値

が
不
礎

な

る
も

の
と
假

定
す
れ
ば

、
勿

論
、
世

金
簪

準
備
に
就

い
て

第
三
+
二
巻

五

一
七

第
三
號

八
三

15)
16)
17)

IS)
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金
鳥
替
準
備

に
就

い
て

第
三
十
二
巻

五

一
八

第

三
號

八
四

界

の
経

済

的

進

歩

は

、
世

界

の
金

の
供

給

を

必

要

な

ら

し

め

る
。

從

っ

て
、
我

々

は
、
或

る
期

間

に
於

け

る
金

の

過

剰

と

か

、
稀

少

と

か
と

い

ふ

こ
と

に
就

い
て
は

、
此

等

の
概

念

を

ば

、
當

該

期

間

に
濁

し

て

、

正
常

的
と

見

做

さ

れ

得

る
供

給

に
關

嚇

せ
し

め

な

く

て

は
な

ら

な

い
。
此

の

目
的

の
た

め
、

一
八

五
〇

年

よ

り

一
九

一
〇

年

に
至

る
期

間

を

選

む

と

、
此

期

間
中

に
、

世

界

の
金

保

有

総

高

は

、

五

・
二
倍

に
な

り

、
世

界

の
箕

實

の
金

保

有

高

は
、

時

に
大

き

く

、
時

に
小

さ

か

っ
た

が

、
唯

…
八

五
〇

年

よ

り

一
九

一
〇
年

に
至

・ρ
世

界
保

有

高

の

か

く

の
如

き

一.標

の
増

大

は

、

同

期

間

の
各

年

に
罰

す

る
正
常

的

な

世
界

の
金

の
供

給

額

を

、

表

示

す

る
も

の
と
見

倣

し

て
宜

し

い

で
あ

ら

う

。

そ

し

て
、

こ

れ

に
よ

っ
て

,
若

し
も

、
世

界

の
金

保

有

総

高

が

、

一
年

に
、

二

・
八

パ
ー

セ

γ
1・
増

加

す

る
も

の
と

す

れ
ば

、

年

々

の
生

産

額

は

、
蕾

に
此

の
数

字

に
劃

す

る

の

み

で
な

く
、

ま

た
季

均

し

て
、

金

保
有

高

の
○

・
二

戸
ー

セ

ン
ト
見

當

と

思

は

れ

る
と

こ
ろ

の

、
金

の

一
年

間

に
於

け

る

一
定

の
滅
失

を

も
、
補

填

す

る
も

の

で
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

か

く

て

、

年

々
そ

の
生
産

額

は

、

各

年

の
始

め

に
於

け

る
、

金

保

有

高

の

三

。パ
ー

セ

ン
ト

に
上

る
筈

に
な

る
」
と

。

之

に
謝

し

て

は

、
多

く

の
批

判

が

加

へ
ら

れ

て

る

る
。
其

の
割

合

に

つ

い
て

も

、
滅
失

額

は
勿

論

、
正
常

供

給

額

勘

二
・
八

メ
ー

セ

ン
ト
に
謝
し
過
大

に
失

す

る
と

い
ふ
批
難

は
あ

る
が
、
と

に
か

く
、
す

で
に
述

べ
た
や
う

に
、
金

の

縄
掛

的
生
産
額

は
、
第
三
表

の
示

す
通

り

で
あ

る
。
特
種
な

る
事
情

の
生
ぜ
ざ

る
限
り

、
金

の
不
足
す

る
こ
と

は

特

に
説
明
す

る
ま

で
も
な

い
。

金
産

額
が
、
絶
対

的

に
も
、
相
対

的

に
も
、
経
済
界

の
必
要
額

に
饗

し
て
、
不

足
し
て
み

る
こ
と

は
、
已

に
の

べ
た
通
り

で
あ

る
。
唯

、
最
媛

紅
、
注
意

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

は
、
貨

幣
金

は
、
金
産
額

の

一
部

で
あ

っ

19)此 の 瓢 に して はEintig,Edie等 の批 評 が あ るが 略 す 。



て
、
全
部

で
な

い
と

い
ふ
こ
と

で
あ

る
。

金

は
、
貨
幣

金
と

し
て

の
外

に
、
工
業
用

に
用
ひ
ら

れ
、
ま

た
印
度

其
他

の
諸
国

に
於

て
、
勘

か
ら
ざ

る
額

が
、

肝
臓
用

に
供

せ
ら

れ

る
。
工
業
用

に
用

ひ
ら
れ

る
額

は
審

か
で
な

い
。
印
度
埃
及
及
支

那

に
於

て
、
金

が

死

藏

さ
れ

る
こ
と
も
有
名

で
は
あ

る
が
、
そ
の
額

ば
明

に
さ
れ
て
な

い
。
從

っ
て
此
等

の
非
貨
幣
用

金

の
額

に
つ
い
て

は
、
種

々

の
推
定

が
行

は

れ
て
る

る
が
、
今

國
際
聡
明
皿
の
螢
表

す

る
と

こ
ろ

に
よ
れ
ば

、
大
勝

…
年

に
約

一
億

八
・

鋤

千

萬
那
乃
至

二
億
弗

と
篇

せ
ら

れ
る
。
之

を
要
す

る
に
、
大
略

に
於

て
李

均

一
年

の
金
産
額
約

四
億
弗
中

、
貨
幣

用

金
と
非
貨

幣
用
金

と
は
、
夫

々
そ

の
宇

ば
を
占

め
て
み

る
と

云

へ
る
。

元
來

、
貨

幣
用
金

ば
、紙

幣
及
中
央

銀
行

の

一
覧
彿
債
務
準
備

に
充

て
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
が
、
金
聾
員
會

の
調

鋤

査

に
ま

れ
ば

、

一
九

二
」八
年

に
於

て
、
紙

幣
及

一
覧
梯
債
務

の
総
額

は
、
約

二
四
五
億
弗

で
あ

る
。
之

に
封
ず

る

物

質

際

の
貨

幣

金

の
準

備

蛮
・は

、
四
〇

ピ
七

パ
ー

セ

ン
ト

で
あ

る
。
然

し
法

定

準

備

に
は

、金

の
外

に
金
爲

替

が

あ

り

、

澗

其

の
割

合

は

正
確

に
判
明

し

な

い
が

、
最

高

三

四

・
四

パ
ー

セ

ン
ト

、
最

低

二
九

・
○

.パ
ー

セ

ン
ト

、
李

均

三

ニ

パ

ー

セ

ン
ト

を
示

し

、

法
定

進
備

傘

と
實

際

準
備

率

の
間

に
は
、

八

パ
ー

セ

ン
ト

の
開

き

が
あ

る
。

然

ら

ば

將
來

は
如

何
?
今

、
世

界

に
於

け

る
推

定

金

産

額

を

ば

高

く

キ

チ

ン
の
統
計

に
よ

る
と

し

、
更

に
非

貨

幣

用

金

需

要
額

を
ば

低

く

一
億

八

千

萬

弗

と

見

積

り

、

爾

後

こ
の
需

要

額

は

年

一
パ
ー

セ

ン
ト
づ

～
増

加

す

る
も

の

と

し

、

文

金

準
備

率

を

夫

々
三

三

パ
ー

セ

ン
ト
、
及

四
〇

パ
ー

セ

ン
ト
と

し

、
最

後

に
、

そ

の
増
加

率

を

、

年

三

パ
ー

セ

ン
ト
及

三

.パ
ー

セ

ン
ト
と

す

る
時

は

、

一
九

三

〇

年
-

一
九

四
〇

年

間

推

定
貨

幣

金
需

要

高

、
並

に
其

の
過

不

足

は

、

左

表

の
示

す
通

り

で
あ

る
。

(軍

位

百

萬

弗
)

金
爲
替
一準
備
…に
就

い
て

一帯
三
十
二
巻

五
一
九

第
三
號

八
五

20)

2・)

22)

23)

於
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金
鳥
替
準
備
に
就

い
て

第

三
十
二
巻

駒

第
五
表
、
世
界
推
定
貨
幣
金
需
要
高
黍

(
金
使
用
節
約
が
行
は
れ
ざ
る
場
合
)

金
準
備
豫
想
培
加
額

年
別

莞
三
〇

一
九
　二

死
　三

一九
三
三

ヨ
三
腔

一九
三
五

一九
三
六

一九
三
七

一九
三
八

一九
三
九

兀
四
〇

推
定
金

非
貨
鱗
用

貨

幣

生
産
高

金
需
要
高

用

金

黒 三 三 三 三 三 辺.醇 四 ト四1四 ロコ
七 七 八 九 九 九 ⊂)0・ 一一1⊃Q

に」400四二 七 八.=L.七L⊃忌

〇 九 九 ノ』 九 九.へ 八 八'へ ・ へ
o八 六 四 二 〇 八 六 四 二 ⊂⊃

五
二
〇

第

三
舗
伽

八
山ハ

七 一ロ ノ㌧ 九 ⊂⊃
⊆⊃ 二 八!㌧ 三尊 蕉 三i実話

三
三
%

-

一

冒8突 空 欠 配1夫 王歯 叡 芸%

翫 三=。 蛋1麓 語 垂%

四
〇
%
一匹1四 三 三_二 二二

四 〇 二t轟 〇 六 一

・一一一 一(⊃(コ ⊂⊃0/
・...二 三 九 閏 ⊂⊃ 〆0

嘔 三 三 三.三 三 、三 三=三
口 九 八 七 六 五 燗 三 畳
八 六 五 邑 三 二 ・一一一 二 ≡三 豊%

封
豫
想
増
加
供
給
過
不
足

三
三
%

-

」一

二

%

三

〇/〃

(
+
)
毫

(
+
)
五
〇

(
+

)
五
二

`
(
十

)
四
三

(
+

)
一
.
尻

(
+

)
一酉

(
+

)
毛

へ
+

)
三

(

一
)

八

(
一
)
一天

(
一
)
三
四

((((((".、 戸、 〆、'へ 【、

))))))、.ノ ㌔ノ 覧)、)、 ノ

七 五 三 一 九 八 ・七 誠1四 四 二
〇 八 三 三.七 六 ⊂)土;三1⊃ 九

四
〇
%

γ

ー

ノ

二

%

(
+
)
二
曲

(
+

)
一
六

(
+

)
一
七

(
+

)

八

(

こ

二

(

一
)
三

(

一
)
三

(

「
)
三
二

(

一
)
四
七

(
「
)
六
八

(
一
)
茜

((((

))))
量 …≡ 充 毛
八 四 七 五

((ρ 戸.、 戸 、"「(、 「、

))1、.〆 ㌔ ノ1)、)、 ノ ー一

題:輩 雑 づ己%

こ
の
表

に
よ

る
時

は
、
貨
幣
用

金
そ

の
も

の

に
つ
い
て
見

て
も
亦

、
其
生
産

が
不

足
し

て
居

る
こ
と
を
示

し
て

駒

み

る
。
即
ち
金
節
約

の
方

法
と
し

て
金
旙
善

進
備

の
必
要
と
な

る
所
以

で
あ

る
。
以

上

に
於

て

、第

一
の
金
生
産

額

.

問

題
を
終
り

、
第

二
問

題

に
移

る
。

五

次

に
、
世
界
大

戦
後

、
金
鵄
替

準
備
問
題

の
起

る
に
至

っ
た
原

因
と
し

て
の
、
世
界

に
於

け

る
金

分
配

の
問
題

は
、
如

何
な

る
状
態

で
あ

る
か
?

謝 鞍 貴論 轟 。 。鋤 方法 。　 、。は..。 述べ 。へ 委.・ は ・,.c・・.
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従
来

、
金

の
分
配

は
、
外
国

貿
易

の
結

果

に
よ

る
も

の
で
あ

る
と

さ
れ
て
み

る
が
、
此

の
金
分
配

は
、
世

界
大

戦
を
界

と
し

て
、
著
し

い
攣
化
を
示

す

に
至

っ
た
。
此

の
間

の
消
息

は
、
次

に
示
す
大

陸
別

に
よ

る
世
界
貿
易
額

割

合

、
並

に
大
陸

別

に
よ

る
世
界

金
準
備
割

合

の
二

つ
の
表
を
ば

、
比
較
鍋
照

す

る
時

は
、
直

ち

に
観
取
し
得

ら

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

鯛

第
六
表
、
大
陸
別
に
依
る
世
界
貿
易
額
割
合

/

年
號

大
駈

/

難

見
繕

姫
)

北

米

鋤

南

米

亜
弗
利
加

亜
細
亜

濠

洲

一
九
二
五
年

一
九
二
四
年

一
九

=
二
年

盈

.
三

三

び

七

九
六
・
七

究

・
〇

三
五
・
九

;
三
∴

八
四
主

九
〇
・
九

突

・
五

三

三
・
ご

=

八
西

一8δ
O

一
〇
〇
6
0

一〇
〇

δ
O

第ヒ
/七

杢/表
町1年'
'別 大

陸

別

:九

五

年

九

四
年

に

依
る
世
界
金
準
備
割
合
28)

大
陸
別

、

欧
羅
巴

北

米

南

兼

正
弗
利
加

亜
細
亜

深

淵

合

計

一
九

二
五
年

三

・六

四
二
・九

九
⊥
ハ

7

三

=

・五

　=

δ

O
・O

三
〇
・七

四
五
・
二

八
孔

0
.
七

=

・
八

二
・
七

δ
?
0

一
九

一
三
年

五
八
・
八

先
三

六
孟

子
二

=
6

二
・
二

一〇
〇
6

.

第
⊥
ハ
表
及
第

七
表
を
比
較
す

る
時

、
世
界
大
戦
前

に
於

て
、
其

通
牛
敷
を
所
有

せ
る
欧
羅

巴
は
、
戦
後

其
支

配

的
地
位

を
ば

、
米
国

に
ゆ
づ
ら
ざ

る
を
得
ざ

る
に
至
り
、
而

も
此

間

の
消
息

は
、
貿
易
額

に
於

て
、
戦
前
を

一
〇

〇
と

す
れ
ば

、
欧

羅
巴

は
八
九
・
三

に
越

ぜ

る
に
劃

し
、
米
國

が

=
二
六

・
七

に
増
加

し
て
み

る
事

貴
が
、
雄
斑

に

物
語

っ
て
み

る
。

か
く
の
如

く
大

戦

に
伜

っ
て
生

じ
た
金
分
配

の
大
攣
化

は
、
戦
後

、
更

に
、
必
然
的

に
反

動
を

生
ぜ
ざ

る
を
得

兎
。
即

ち
欧

羅
巴

の
経
済
的
復
興

が
、
次
第

に
貿

易

の
登
展
を
件

び
来

り
、

一
九

一
三
年
を

一
〇

〇
と

す
れ
ば

、

一
九

二
五
年
及

一
九

二
六
年

に
於

て
、
夫

々
八
八

・
九
及
九

三
・
七
を
示

し
、
其
漸
次

的
な
欧
羅

巴
貿

金
食
替
准
〒
備
…に
就

い
て

一弟
三
十
二
倦

五
二

一

第
三
號

八
七

26)

27)
28)
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金
鳥
替
準
備

に
就

い
て

第
三
十
二
巻

五
一=
一

第

三
號

八
八

易

の
改
善

は
、
同
時

に
欧

羅
巴

の
金

に
封
ず

る
需
要
を
増
加

せ
し
む

べ
き
事
情

を
示

し

て
ゐ
娠
。
最

近

一
九

二
八

年

に
於
で

は
、
金
分
配

の
事
情

は
左

の
如

く
愛

り
、
欧

羅

巴
は
、
僅

少

の
差

を
以

て
、
世
界

の
首
位

を
占

め
る
に

至
つ
郁

第

八
表

、

一
九

二
八
年

に
於

け
る
大
陸

別

に
よ
る
世
界

金
.準

備
額

(
単
位
百
万
弗
)

駄

羅

巴

四
、四
三

亜

弗

利

加

金

北

米

四
、三
三
二

濠

洲

呈
五

南

米

一
、
一
=

世

界

総

計

δ
・九
児

テ
リ

　

ヘコ
　

ロ

詔

玄
小

初
山

風
凪
一斎

此

間

に
於

て
、
金
爲
楚

備
な

る
も
の
が

、
飛
躍
的
増
加

を
な
し

た
と

い
ふ
こ
と

は
・
容
易

に
首
肯

せ
ら
れ

る

と

こ

ろ

で
あ

る
。

六

漫

に
、
金
爲
替
準
備
を
震

せ
し
め
・
に
至
っ
た
第
三
の
原
因
は
、
世
界
各
國
に
於
け
・
金
の
移
動
が
自
由

で
な

い
と

い
ふ
.、
と
是

で
あ

る
。
元
来

、
金
本
位
制
度
中

,
金
本
位

は
勿

論
、
金
地
金

本
位

に
於

て
も
、
原

則
と

し

て
は
、
金

の
国
際
的
自
由
移
轄

を
認

め
る
も

の
で
あ

る
。
然

る
に
、
世
界
次
戦
後

、
各
国

の
探

れ

る
通
貨

政
策

は
、
努

め

て
金
を
吸
牧

す

る
に
急

で
あ

っ
て
、
之

が
國
外

流
出
は
制

限

せ
ら

施
、
貨
幣

の
償
値

は
、
封
内

的

に
は

管

理
的

に
維
持

さ
れ
て
居

り
、
戦
前
と
相
違

せ

る
趣
を
示

し

て
み

る
。

か
く
の
如

き
は
、
濁
り
戦
後

金

の
流
入

に

固

し
め

漏
米

國
、
並

に
金
本
位
探
用

後
、
著

し
く
金

の
流

入
を
見

た

る
佛
國

に
於

て
行

は
れ
た

の
み

で
な
く
、
更

に
金

の
世
界

的
自
由
市
場

と
自
他
共

に
許

し
て
み
た
英
國

に
於

て
も

、

一
方

に
於

て
、
金

の
道
徳
的
輸
出
禁
止

が

29)
30)
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認

め
ら
れ

る
と
共

に
、
他
方

に
於

て
、
金

の
流

入
過
大

に
し

て
通
貨

膨
脹

の
虞

あ

る
時

は
、
英
蘭

銀
行
は
、
其

の

手
持
公
債
手
形
を
責

放

っ
て
、
以

て
通
貨

の
膨
脹

を
防
ぎ

、
ま
た
之

に
反
し

て
、
通
貨
牧
縮

の
虞
あ
.る
時
は
、
公

債

手
形
を
市

場
よ

り
買

入
れ

て
、
以

て
通
過
を
供
給

す

る
の
方
策

に
出

で
、
所

謂
公
開
市
場
主
義

を
採

用
し

て
、

戦

前

に
於

け

・
が
聖

、
金

利
肇

・
よ

る
通
貨
調
節
を
軽
視

す

る
に
至

っ
て
ゐ
・
こ
と

は
・
全

く
書

信

な

を

流
出
入
を
期
待

し
な

が
ら
、
實

際

に
は

、
其

の
目
的
が

、
+
分
徹
底

し

て
行

は
れ
て
な

い
た
め

の
必
然

的
藁

で
あ
・、り

、
帥

ち

金

の
自

由

な

る
世

界

流

通

を

ば
.紡

ぐ

る

こ
と

㌧
な

る
所

以

の

も

の

で
あ
.る
。

此
の
第
三
の
原
因
は
惟

ふ
に
、
舞

替
準
備
の
璽

増
加

に
つ
い
て
、
最
も
重
要
な
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
邸

蓋
し
.
金
藍

の
不
足
.
及
び
雰

配
の
不
奪

簿

.之
翁

策
ま
た
困
難

享

毒

し
得
る
も
・各
國
が
金

の
自
由

な

る
流
出

入
を

認
め

る
金
本
位
を
採
用

し
な

が
ら

、
之
を
制
限

す

る
と

い
ふ
こ
と
は
・
部

ち
之

に
よ

っ
て

直

ち

。
金
本
位
制

度

の
本
質

を
日月
す
も

の
で
あ

・
か
ら

で
あ

・
。
砦

事
情

が
、
金
準
備

に
歯
し

・
金
森

準
備

を
増
加

せ
し

め
、
、永
続

せ
し
め
、
蕎

に
於

て
、
種

々
の
弊
害

を
達

せ
し
め
た
と

い
ふ
こ
と

は
・
容
易

に
考

へ
ら

れ
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

七

会
爲
…替
準
備

の
意
義

、
並

に
其

の
成
立
關
係

は
、
以
上
述

べ
た
通
り

で
あ

る
。
最
後

に
、
姑

く
全
篇
替

準
備

は
、

如
何
な

る
得
失
を
示

し

て
み
る
か
を

一
瞥

し
た

い
。

已

に
述

べ
た
や
う

に
、
金
爲
替

準
備

の
思
想

は
、
世
界
大
戦
後

に
於

て
、
大
艦
是
認

せ
ら

れ
、
重

用
さ
れ

た
。

然

。
に
最

近

長

て
は

、
反

っ
て
諸
方

面

に
難

を
示
す

に
至

っ
た
。
其

の
著

例
は

、

・
・

ン

ス
の
金
殿
牧
問
題

金
轡

準
備
続

い
て

第
三
+
二
餐

五
二
一=

第
三
號

八
九

32)K:ischandElkin,CentralBanks,1,0ndon

33)D41アnarski,,GoldandCentralBanks,Cha

nationalGoldMoveユnen亡,Chap.IV.
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金
鳥
替
準
備
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

五
二
四

一弟
三
號

九
〇

で
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス
は
、

一
九

二
八
年
、
金
本
位
制
度
を
採
用

し

て
貨

幣

の
償

値
を
安
定

せ
し
む

る
や

、
國
内

金
融

組
織

の
特
種
性

と
、
従
来

外
國

に
逃
避
し

て
み
た
資
本
蹄
還

と

の
た
め

に
、
海
外

に
あ

っ
た
金
爲
替

は
次
第

に
本
國

に

お

取
寄

せ
ら

れ
、
正
貨

準
備

は
、
漸
次
増
加

し
て
、

一
九

二
八
年
末

に
於

て
、
約

三

一
八
億

フ
ラ

ン
に
達

し
た
が
、

一
九

二
九

年

に
は
、
四

二

ハ
億

フ
ラ

ン
と
な
り
、
更

に
、一
九
三
〇
年

八
月

に
於

て
は
、
四
六
九

億

フ
ラ

ン
を
数

ふ

る
に
至

り
、
金
保
有
高

に
於

て
は
、
米
國

に
つ
い
で
断

然
頭
角

を
あ

ら
は
す

に
至

っ
た
。
各
國
が
、
金

の
局
部
集
中

惣
警

戒

し

つ
あ

る
聞

に
、

フ
ラ

ン
ス
が

,
か
く
の
如

き
飛
躍
的
鰻
展

を
示
し

た
こ
と

,
蘇

に
奨
金
保
有
高
セ
ば

、

國
民

の
所
得

に
よ

っ
て
見

る
時

は
、
米
国

の

四

・六

パ
ー

セ

ン
ト

に
謝

し
て
、
フ
ラ

ン

ス
は

二
二
パ
ー

セ
ン
ト

に
當

る
と
稻

せ
ら
れ
て

る
る
こ
と

、
か
く
の
如

き
事
情

は
、
列
國
、
就
中

、
英
國

の
輿

論

の
反
樹
を
受
け
た

の
で
あ

っ
た
。

此
事
實

に
よ

っ
て
理
解

さ
れ

る
こ
と
は
、
金
爲
替

準
備

は
、
国

際
的

に
劣
勢
な
國

に
よ

っ
て
行

は
れ

て
る
る
間

は
、
大

な

る
問
題

は
起
ら
な

い
が
、

一
度
有
力

な
國

に
よ

っ
て
運
用

さ
れ

る
時

は
、
其
影
響
す

る
と

こ
ろ
大

で
あ

り
、
か

く
て
従
来

、
專

ら
樂
親
親
有
望
硯

さ
れ
た
全
篇
替

準
備

問
題

は
、
漸

く
其

の
映
鮎
を
暴
露

す

る
に
至
り
、

其

の
將
來

に
於

け

る
繭

根
と

し
て
、
次
第

に
理
論
上

並

に
實
践

上

に
論
議

さ
れ
る

に
至

っ
て
%

る
。

)

ロロ

ほ

今

、
其

の
暴
露

せ

る
敏
貼
を
擧
げ

る
に
先

立
ち

、

一
慮

其

の
長
所

を

ふ
り
返

っ
て
見

る
と
、
其

の
第

一
は
、
之

に
よ

っ
て
、
戦
後

世
界

各
国

が
、
そ

の
貨

幣

の
慣
値
安

定

へ
の
方
法
と

し
て
、
過

渡
的

で
は
あ

る
が
、
姑

く
、
金

準
備

そ

の
も
の

に
代

る
も
の
を
見

出
し
得
た
と

い
ふ
こ
と

で
あ

る
,
こ
れ

に
よ
り
、

一
九

二
五
年
よ
り

一
九

二
八

年

に
至
る
四
年
間

に
、
急
劇

に
金
本
位

に
移

っ
た
世
界

の
大
部
分

の
國

々
に
於

け

る
中
央
銀
行

は
、
そ

の
金
需
要

34)

35)

36♪
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●

に
於

て
、
劃

し

い
競

孚
を
生

す

べ
き
筈

で
あ

っ
た

の
を

、
緩
和

せ
し
め

る
こ
と

が

で
き
た
の

で
あ

る
。
此

の
金
爲

替
準

備

の
運
用

に
よ
り
、
米
国

は
、英

國
が
戦
前
百

年
を
要

し
た
貸
付

を
ば

、
僅

々
十
年
間

に
成

し
途
げ

た
と
云

は

お
　

れ
て
る

観
。
窺

に
此

の
莫

大
な

る
米
国

の
貸
付

は
、
金
爲
替

準
備

の
巧
妙
な

る
運

用
と
相
俟

っ
て
、
蕾

に
欧
洲
諸

因

の
み

で
な
く
、
米
国

を
も
救

っ
た
も

の
で
あ

る
と
さ

へ
伝

は
れ
て
る

る
。

次

に
.
金
爲
替

準
備

の
採
用

に
よ

っ
て
齎

さ
れ
た
第

二

の
長

所
は
、
金
償

値

の
親
節

的
攣

動
を
制

限
し

た
と

い

ふ
鮎

で
あ

る
。
即

ち
金
爲
替

準
備

の
存
在

す

る
限

り
、
登
券

銀
行

の
決
済

す

る
も
の
は
、
相
互

の
間

に
於

け

る
支

梯

獲
高

の
差
額

に
過

ぎ
な

い
。
而

か
も
此

の
制

度

は
、
金
請
求
権
行
使

の
延
期
を
認

め
る
か
ら

、
之

に
よ

る
時

は
、

金
需
要

の
攣
化

に
件

ふ
期
節

的
鍵
動
を
制
限

す

る
こ
と
が

で
き
る
。

か
く

の
如

き
金
.儂
値

の
安
定

は
、
更

に
同
時

に
、
物
慣

の
安

定
と

も
關
係

す

る
。
實
際

ま
た
、
金
爲
替

準
備

の
塵
止

は
、
急
劇

な
る
物
償

の
憂
動
を
豫
怨

せ
し

め
る
か
ら

し

て
・
胸倉

と
錐

・

こ
の
撤
贋

は
・
何
等

責
任
あ

・
人

々
に
よ

っ
て
説

か
れ

て
み
な

い
。

要

す

る

に
、
か
く
の
如

き
長

所
は
、
金
爲
替

準
備
と
金
準
備

と

の
作

用
を
、
同
視

せ
る
こ
と
か
ら
齎

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
然

し
實
.際

に
於

て
、
此

の
思
想

は
、
已

に
の

べ
た
や
う

に
、
其

保
有
形
式

に
於

て
剃

限
さ
れ

る
こ
と
少

か

っ
た
か
ら

、
此

鮎
よ
り
次
第

に
其
鉄
砧

を
示

す

に
至

っ
て
み
る
。
次

に
今
金
爲

替
準
備

の
短
所
を
あ
げ

る
と

、

第

一
に
は
M
金
爲
替

準
備

は
、
世
界

的

に
見

て
、其
増
加
額

が
、
次
第

に
増

し

て
ゆ

く
傾
向

が
あ

る
。
蓋

し
、
金

鋸
替

準
備

の
採
用

は
、
世
界

市
場

に
於

て
、
戦
前
全

く
豫
怨

し
な
か

っ
た
資
金
を
生

ぜ
し

め
た
。
此

の
資

金
は
世
界

的

に
見

る
時

は
、
経
濟

一
般

の
登
展

に
伜

っ
て
増
加

し
、
或

は
ま
た
、
其

の
登
展

よ
り
も
急
劇
な

る
割
合

を
以

て
増

加

し

て
ゆ

く
傾
向

に
あ

る
。
例

へ
ば
今

、
世
界
経
濟

の
登

展
趨

勢
を
ば
、
前

述

せ
る
カ

ッ
セ

ル
の
三

パ
ー

セ

ン
ト
説

金
爲
替
準
備
に
就
い
て

第
三
+
二
巻

五
二
五

第
三
號

空
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金
爲
替
準
備
に
就

い
て

第
三
+
二
巻
.

五
三

ハ

第
三
號

九
二

覗

に
よ

る
と
し
、更

に
今

日

に
於

け

る
金
鵄
替
準
備
額

を
ば
、
ム
リ
ナ

ル
ス
キ
ー

に
よ
り

二
十
億
弗
と
す
れ
ば

、
今
其

の
初

年

に
於

け

る
増
加
高

は
、総
額

に
封
ず

る
三

パ
ー

セ

ン
ト
、
即

ち
六
千
萬
弗

で
あ

る
。
伺

ほ
此

の
金
鵄
替

準
備

二
十
億

弗
は

、

一
般

に
利
附
預
金

の
形
式

を
以

て
保
有

さ
れ
て
み

る
か
ら
、
今

、
利
率

を
牛
均
年
三

パ
ー

セ

ン
ト
と

す

る
時

は
、
此

の
増
加
額

も
亦
年
六

千
萬

弗

に
達

し
、
前
後
合

し
て
、第

一
年
末

に
於

け

る
増
加
額

は
、
一
億

二
千
萬

弗

で
あ

る
。
此

の
額
は
、
世
界

的

に
考

へ
る
と
、
正

に
、
正
貨

準
備

の
側

に
於

け

る
正
常

的
登
展

よ
り
見

た

る
場

合

の

割

合

よ
り
も
、
大

で
あ
り
、
從

っ
て
.
こ
の
こ
と

は
、
雑
貨

膨
脹

を
助
長

す

る
傾

向
が
あ

る
と

い
ふ
讐」
と
が

で
き
る
。

第
二
に
㌦

養

替
諜

に
於
け
る
餐

禁

・
其
の
纂

の
嘗

が
・
葺

短
糟

用
的
で
雪

・
・
い
熱

か
ら

す

る
敏

鮎

で
あ

る
。

一
般

に
は

、
か
く
の
如

き
短
期
信
用
資

金
は
、
動

々
も
す

れ
ば
之
を
準
備

と

し
て
登
行

す

る
通
貨

を
ば
馬
膨
脹

せ
し
め
易

い
と
云

は
れ

て
る
る
。
加

之
、
か
く

の
如

き
資

金
は

、
多
く
は
政
府
又

は
中
央

銀

行

に
よ

っ
て
所
有

さ
れ

て
み
る
た
め
、
時

に
は
金
利
關
係
を
無
視

し

て
運
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
b
、

か
く
の
如

き

場
合

に
は
、
勿

論
爲
替

相
場

の
引
上
を
迅
速
な
ら

し
め

る
が
如

き
こ
と
も
あ

る
が

、
長
期
的
又
は
世
界

的

に
見

る

時

は
、
益

々
物
慣

調
節

を
澁
滞
紛
糾

せ
し
め
る
も
の

で
あ

る
。

第

三

に
は
M
金
爲
替

準
備

の
思
想

は
、
其
前

提

に
難

鮎
が
あ

る
。
即
ち
此

の
思
想

は
、
必
然
的

に
金
中

心
地

を

重
要
観

す

る
こ
と

に
な

る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
国

際
關
係

が
、
李
和

に
進

行

せ
る
間

は
、
何
等
問
題

は
起
ら
な

い

け
れ
ど
も
、
一
度

混
観

す

る
時

に
於

て
は
、
忽
ち
關
係
諸
國

に
其
影
響

を
及

ぼ
し

、
其

の
結
果

は
、
已

に
述

べ
た
や

う

に
、
徒

に
園

内

に
於

け

る
金
蓄
積

思
想
を
煽

ふ
る
こ
と

～
な

っ
て
、
金

は
そ

の
国
際
的
移
轄

の
自

由

を
失

ひ
、

折
角

金
節
約

の
原

則

の
下

に
立
案

さ
れ
た
全
篇
替

準
備

の
考

は
、
其
本
質

を
脅

か
さ
吊

る
に
至

る
か
ら

で
あ

る
。
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八

合

目
各
国

の
通
貨

は
、
国

民
経
済
的
立
場

に
た

つ
限

b

に
於

て
、
大

膿
安

定

せ
る
も

の

～
如

く
で
あ

る
が
、
世

界

経
済

の
立
場

か
ら
見

る
と

、
そ
の
事

情

は
反
射

で
あ

る
。

そ
し

て
、
そ

の
不
安
定

の
程
度

は
、
寧
ろ
戦
前

よ
り

も
甚

し

い
と
さ

へ
云

は
れ
て

る
る
。
こ

の
事
情

は
、
如

何
な

る
原
因

に
よ

る
も

の
で
あ
ら

う
か
?

惟

ふ
に
、
這
般

の
事
情

の
有
力

な

る

一
の
根

擦

は
、
金
と
全
篇
替

と

の
同
視

乃
至
混
同

か
ら
來

て
る
る
も

の
で
は

あ

る
ま

い
か
。
元

來
金
本
位

制
度
を
認

め

る
限

り
、
其

の
窮

極

に
於

て
金
な

る
質
物
が
最
高

の
存
在

で
あ

る
。
然

る
に
小
-
,
金
節

約
な

る
通
貨

政
策

か
ら

し

て
、
金
爲
替

を
以

て
全
然

金

の
代
用
物
と
す

る
と

い
ふ
こ
と
は

、
即
ち

本
来
異

な

る
此
等

二
者
を
ば

、
同
視
叉

は
混

同
す

る
の
傾
向

を
生
ぜ
し

め
る
も

の
で
あ

ろ
。
蓋
し

.
国

民
経

済
相

互

の
間

の
決
済

は

、
表

面
的

に
は

、

一
悉

、
金
と
全
篇
替
と

を
同
視

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
解

決

せ
ら

れ

る
か
の
如

く
で
あ

る
が

、
し
か
し
其

の
實

際
は
、
金

に
よ

っ
て
は
行

は
れ

る
が
、
金
鵄

替

に
よ

っ
て
は
行
は
れ
な

い
。
已

に

述

べ
た
通
り
、
金

爲
替

は
、
結

局
金

で
は
な

い
。

そ
れ
は
金
請
求
権

で
あ

る
か
ら
、
金
爲
替

の
機
能

は
、
金

に
よ

る
直
接

の
決
済

そ

の
も

の
で
な

く
、
全

く

一
の
金
支
彿

の
繰

延

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

か
く

の
如

く
、
峻
別

さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
問
題
を
、
峻

別
し
な

い
の
で
、

こ

㌧
に
金

爲
替
保
有

形
式

、
並

に
之

に
伴

ふ
諸

機
能

に
も
、
何
等

考
慮
が
彿
は

れ
な

い
の

で
は
あ

る
ま

い
か
。
例

へ
ば

、前

述

せ
る
通
り

、
(
イ
)
有
利

な
裁
定

條
件
叉

は
高
利
を
利
用

し
て
、
全
篇
替

を
ば
、

一
市
場

か
ら

他
市
場

に
移
動

せ
し
め
、
更

に
(
ロ
)
、
利
附
預

金
其

他

の
螢

利
的
運
用

に
よ

り
、
毎

年
莫
大

の
利
子
を
ば
準
備

た

る
金
爲
替

よ
b
齎
す
等

の
こ
と
は
、
そ

れ
自
膿

、

金
魚
替

準
備

の
問

題
を

、
暗
礁

に
の
り
あ
げ

さ

せ
て
み
る
も

の
で
あ

る
。
此
等

の
諸
馳
が

、今

や
實
際

上
、
全
篇
替

金
鳥
替
進
・備
に
就

い
て

第
三
十
二
巻

五
二
七

第
三
號

九
三

8



驚

替
準
備
に
就

い
て

第
三
+
二
巻

五
二
八

第
三
號

九
四

準

備

の
鉄
砧
と

し

て
漸
次
擧
げ

ら
れ

つ
》
あ

る
こ
と

は
已

に
述

べ
た
逼

り

で
あ

る
。
然

ら
ば

之
が
掛
簾

は
如
何
?

之

に
聾
す

る
方
策

も
、
各
方

面
よ
り
擧
げ

射

れ
て
る
る
が

、
要

す

る
に
、
金
爲
替

準
備
採

用

の
意

思
が
・
金
節

約

の
意
味

よ
り

、
之
を
以

て
金
準
備

に
代

へ
ん
と
す

る
に
あ

る
と
す

れ
ば

、
帥
ち
此
等

二
者

の
混
同
よ
り
生

す

る

難

を
避
け
・
と
共
に
、
元
来
相
異
・
も
の
を
し
て
里

の
籠

姦

押
せ
レ
め
る
に
は
・
加
餐

る
方
法
に
よ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
な

・
い

,ず

」
と

が
考

慮

さ

る

べ
き

で
あ

り

、
同

時

に

、
其

の
實

際

上

の
影

響

に
は

、
+

分

周

密

な

る
顧
慮

を

彿

ひ

、
本

来

、

金
準

備

の

み
な

ら

ば

、
存

在

す

べ
き

が
如

き

結

果

を
生

ぜ

し

め

る
が
如

く
す

る

を

…以
て
.足

れ

り

と

す

べ
き

で
あ

ら

う
。

是

に
於

て
、
笙

に
考
慮

さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と

は
、
已

に
述

べ
た
や

・
に
、有

利
な
裁
定
條

件
叉
は

高

利
を
利
用
し

て
、
金
爲
替

を
ば

、

一
市
場

か
ら
他
市

場

に
移

動

せ
し

め
」
な

い
と

い
ふ
こ
と

で
あ

る
。

こ
の
こ

と

は
、
懊

際
的
協

調

の
問

題

で
あ

る
。

あ

第

二

の
問

題

は

、
金

爲

替

に
謝

す

る

利
子

の
問

題

で
あ

る
。
此

の
駝

は
、

利

子

を

ば

元

金

に
加

へ
す

と
規

定

す

る

こ

と

に
よ

っ
て

、
解

決

さ

れ

る
の

で
あ
・る

が

、

か

く

の
如

き

こ
と

は

、如

何

に
し

て
行

は

れ

る
か
?

結

局

、
そ

れ

は
、
金
婁

街

上

の
問
題

に
蹄

す

る
が
、
私
基

金

ζ

に
は
、

・
リ
ナ

亥

・
あ

意
見
を
紹
介
し

・
此

の
研

げ

究

を
結

び
た

い
と
思

ふ
。
彼

は
次

の
如

く

い
ふ
。

先

づ

、
元
金
加
算

に
閲

す

る
利
子

の
控
除

で
あ

る
が
、
そ
れ

ば
利
子
を
以

て
別

に
海

外

に
於

け

る
預

金
と

す
る

か
、
叉

は
、
銀
行
自
身

の
金
庫
中

に
存
す

る
金
を
買

入
れ

る
外
、
他

に
方
法
が

な

い
。
然

し

か
く
の
如

き

こ
と

は

實
際

上
多

く
の
困
難
を
豫
期

し
な
け

れ
ば
な
ら
す

、
ま

た
、
金
節
約

の
原

則

に
も
相
反
す

る
。
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此
の
利
子
控
除
の
困
難
は
、
他
の
代
案
の
問
題
を
惹
き
起
す
。
之
に
封
し
て
.
先
づ
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
金

鴻
替
準
備
を
採
一
周
す
る
中
央
銀
行
は
、
将
来
、
外
国
銀
行
に
於
て
保
有
す
る
金
請
求
権
に
本
づ
〈
預
金
を
康
止
し
、

且
つ
同
時
に
、
比
預
金
を
ぱ
、
後
行
準
備
に
操
り
入
れ
る
こ
と
を
底
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
準
備

は
す
べ
て
、
金
及
直
接
的
金
受
取
構
(
定
数
に
よ
り
金
先
換
を
規
定
さ
れ
た
銀
行
券
)
た
る
こ
と
を
要
す
る
。
即
ち

従
来
認
め
ら
れ
て
ゐ
だ
保
有
形
式
中
、
営
座
預
金
、
小
初
手
、
銀
行
引
受
手
形
等
は
、
寸
ベ
て
除
外
き
る
べ
く
、

唯
金
及
金
本
位
幽
稜
券
銀
行
の
後
行
す
る
免
換
銀
行
券
に
し
て
、
営
該
銀
行
の
倉
庫
に
預
入
れ
ら
れ
、
又
は
イ

1

ヤ
マ
ー
ク
さ
れ
た
も
の

7
ゆ
が
、
始
め
て
準
備
と
な
る
。
か
〈
し
て
、
始
め
て
、
外
国
銀
行
に
預
入
れ
た
金
掛
川
替

の
膨
脹
は
防
が
れ
る
こ
と
に
〉
な
り
、
金
魚
替
準
備
は
、
金
準
備
と
近
似
的
存
在
と
な
る
。
か
〈
で
こ
の
こ
と
は
、

必
然
的
に
、
第
一
一
慨
何
十
h

る
裁
定
又
は
金
利
に
よ
る
責
金
移
務
の
跡
を
紐
つ
に
至
ら
し
め
、
し
か
も
金
の
需
要
を

念
劇
に
増
加
せ
し
め
令
、
従
っ
て
、
金
の
債
佐
佐
も
安
定
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。

し
か
し
、
此
の
方
法
色
、
之
が
貫
施
に
於
て
銀
行
券
ぞ
増
大
せ
し
め
る
危
険
が
あ
る
。
従
っ
て
、
実
質
施
は
漸

進
主
義
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
た
外
国
銀
行
券
を
ぱ
金
庫
内
に
保
有
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
そ
れ
肖

龍
一
の
理
想
論
で
あ
っ
て
、
金
融
技
術
の
後
遺
を
無
親
せ
る
も
の
で
あ
る
。
同
一
の
結
果
は
、
金
魚
替
準
備
を

ぱ
、
金
及
無
利
子
一
覧
梯
預
金
を
以
て
充
つ
る
こ
と
に
よ
り
期
待
し
得
ら
れ
る
。
素
よ
り
理
論
上
よ
り
云
へ
ば
、

銀
行
券
の
イ

1
ヤ
マ

1
グ
は
、
確
買
な
方
法
で
は
あ
る
。
し
か
し
此
の
無
利
子
一
覧
掛
預
金
こ
そ
は
、
最
も
賓
際

的
で
あ
り
、
且
つ
最
も
有
望
な
る
も
の
で
め
る
。
或
る
意
味
に
於
て
は
、
こ
れ
に
よ
り
金
銭
替
準
備
を
ぱ
、
一
時

的
経
過
的
存
在
か
ら
永
績
的
存
在
た
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
問
題
の
金
魚
替
準
備
は
、
之
を
金
及
外
国
中

央
銀
行
及
外
国
普
通
銀
行
に
於
け
る
無
利
子
一
覧
掃
預
金
と
す
べ
し
と
い
ふ
に
臨
著
す
る
」
と
。
(
一
九
三
、
て
さ

金
魚
替
準
備
に
就
い
て

第
=
一
十
二
巻

五

九

第

披

九
瓦


